
平成26年夏号平成26年夏号平成26年夏号 VOL.VOL.VOL.979797

こおりまちこおりまちこおりまち

6月定例会

今こそ《歴まち法》活用を
　　　　　　　　　　（一般質問・７名登壇）

議会報告・議員との意見交換会を開催

6月定例会

今こそ《歴まち法》活用を
　　　　　　　　　　（一般質問・７名登壇）

議会報告・議員との意見交換会を開催

6月定例会

今こそ《歴まち法》活用を
　　　　　　　　　　（一般質問・７名登壇）

議会報告・議員との意見交換会を開催

……………………………………

………

……

……………………………………

………

……

6

21

2

睦 合 小 １ 年 生

～ わたしたちのおねがいきいて ～

睦 合 小 １ 年 生

～ わたしたちのおねがいきいて ～



議会だより――議会だより3 2 

６

定
月

例
会

　

平
成
26
年
第
７
回
定
例
会
は
、
6
月
17
日
か
ら
23
日
ま

で
の
７
日
間
の
会
期
で
開
催
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は

条
例
制
定
１
件
、
条
例
改
正
６
件
、
工
事
請
負
契
約
の
一

部
変
更
１
件
、
補
正
予
算
３
件
、
報
告
４
件
の
計
15
件
で
、

す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
た
。

職
員
の
派
遣
条
件
整
備

　

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣

等
に
関
す
る
条
例
制
定

　

一
般
財
団
法
人
ふ
く
し
ま
支
援
機

構
へ
職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
伴
い
、

派
遣
条
件
を
整
備
す
る
た
め
に
制
定
。

軽
自
動
車
税
も
改
正

　

町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
改

正
。

　

採
決
の
結
果
、
11
対
２
の
賛
成
多

数
で
可
決
。

企
業
立
地
促
進
へ

　

町
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
改
正

　

企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域

に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
式
及
び
活

性
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
う
改
正
。

減
免
期
間
延
長
へ

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
に

対
す
る
町
民
税
、
固
定
資
産
税
及
び

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

原
発
事
故
に
伴
う
国
に
よ
る「
避

難
指
示
等
対
象
区
域
の
被
保
険
者
」

の
平
成
26
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

減
免
措
置
に
対
す
る
国
の
支
援
が
26

年
度
末
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
改
正
。

　

こ
の
改
正
は
地
方
税
法
改
正
に
よ

る
も
の
で
あ
る
が
、
最
大
の
問
題
点

は
、
軽
自
動
車
税
の
大
幅
ア
ッ
プ
に

あ
る
。
原
動
機
付
自
転
車
は
年
額
１
，

０
０
０
円
が
２
，
０
０
０
円
に
引
上

げ
ら
れ
、
軽
自
動
車
は
乗
用
自
家
用

が
７
，
２
０
０
円
が
１
０
，
８
０
０

円
、
貨
物
用
自
家
用
が
４
，
０
０
０

円
か
ら
５
，
０
０
０
円
と
な
る
。
増

税
額
は
１
，
５
０
０
万
円
に
も
な
り
、

消
費
税
増
税
と
一
体
の
大
衆
課
税
の

強
化
で
あ
る
の
で
賛
成
は
で
き
な
い
。

　

町
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る

町
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
改
正
。

対
前
年
度
比
99
・
８
％
に

　

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
及
び
平
成

25
年
中
の
総
所
得
金
額
及
び
、
同
固

定
資
産
税
が
確
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
に
用
い
る

所
得
割
等
の
按
分
率
及
び
、
軽
減
額

の
改
正
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
に

対
す
る
介
護
保
険
料
の
減
免
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
に
よ
る「
避
難
指
示
区
域
等
の

被
保
険
者
に
対
す
る
保
険
料
減
免
措

置
」
に
対
す
る
財
産
支
援
が
、
平
成

26
年
度
末
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
に

よ
る
改
正
。

放
射
能
対
策
と
防
災
強
化

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
７
５
８
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
１
０
５
億
２
，
１
０
３

万
円
と
す
る
も
の
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

○

国
庫
支
出
金　
　

△
４
３
２
万
円

○

県
支
出
金　
　

６
６
１
万
７
千
円

○

基
金
繰
入
金　

１
０
９
万
３
千
円

○

前
年
度
繰
越
金

　
　
　
　
　
　
　

３
１
９
万
７
千
円

○

諸
収
入　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

○

臨
時
職
員
雇
用
賃
金

　
　
　
　
　
　
　

１
５
６
万
６
千
円

○

 

大
豆
・
そ
ば
放
射
性
物
質
吸
収
抑

　

制
対
策
費　
　

２
２
０
万
４
千
円

○

伊
達
崎
排
水
機
場
管
理
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
０
万
円

○

都
市
計
画
総
務
費　

57
万
４
千
円

○

消
防
団
運
営
費
１
０
０
万
５
千
円

○ 

桑
折
地
区
防
災
倉
庫
建
築
関
連
経

　

費
等　
　
　
　
　
　

79
万
８
千
円

○

除
染
に
係
る
仮
置
場
敷
地
借
上
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
９
６
万
円

○

町
指
定
文
化
財
補
修
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

32
万
５
千
円

負
担
減
へ
繰
越
金
等
充
当

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
事
業
勘

定
）補
正
予
算（
第
１
号
）

　

平
成
26
年
度
の
本
算
定
に
よ
り
、

歳
入
予
算
の
補
正
を
行
う
も
の
。

《
歳　

入
》

○

基
金
繰
入
金　
　
　

５
０
０
万
円

○

繰
越
金　
　
　

４
，
３
０
０
万
円

○

一
般
被
保
険
者
国
保
税
医
療
給
付

　

分　
　
　
　

△
４
，
０
０
０
万
円

○

同
国
保
税
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

　
　
　
　
　
　
　
　

△
８
０
０
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
１
３
４
万
４
千
円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
、
４
億
４
，
０
２
８
万

２
千
円
と
す
る
も
の
。

《
歳　

入
》

○

国
庫
補
助
金　

１
０
９
万
７
千
円

○

県
補
助
金　
　
　
　

24
万
７
千
円

《
歳　

出
》

○

工
事
請
負
費　

１
３
４
万
４
千
円

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

除
染
土
砂
等
仮
置
場（
銀
栗
銀
山
）設

置
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

工
事
請
負
代
金
の
額

（
変
更
前
）

工
事
請
負
代
金　

８
，
３
７
０
万
円

（
変
更
後
）

８
，
４
９
５
万
７
，
１
２
０
円

（
変
更
理
由
）

遮
水
シ
ー
ト
敷
設
面
積
増
加
の
た
め
。

条
例
制
定

条
例
改
正

補
正
予
算

平成 26年度  国民健康保険税のあん分率表
医療給付費分 前年度対比 高齢者医療支援金分 前年度対比 介護納付金分 前年度対比

あ

ん

分

率

所　　得　　割 5.38％ △ 4.1％ 1.51％ △ 0.2％ 2.11％ △ 1.4％

資　　産　　割 29.39％ △ 0.07％ 8.26％ △ 0.39％ 13.63％ 0.15％

均等割（被保険者１人あたり） 19,700 円 200 円 5,600 円 △ 100 円 9,200 円 600 円

平　等　割

（１世帯あたり） 18,800 円 200 円 5,400 円 －
（１世帯あたり）

5,800 円
400 円（特定世帯） 9,400 円 100 円 2,700 円 －

（特定継続世帯） 14,100 円 150 円 4,050 円 －

軽

減

額

７
割
軽
減

均等割（被保険者１人あたり） 13,790 円 140 円 3,920 円 △ 70 円 6,440 円 420 円

平等割

（１世帯あたり） 13,160 円 140 円 3,780 円 －
（１世帯あたり）

4,060 円
280 円（特定世帯） 6,580 円 70 円 1,890 円 －

（特定継続世帯） 9,870 円 5 円 2,835 円 －

５
割
軽
減

均等割（被保険者１人あたり） 9,850 円 100 円 2,800 円 △ 50 円 4,600 円 300 円

平等割

（１世帯あたり） 9,400 円 100 円 2,700 円 －
（１世帯あたり）

2,900 円
200 円（特定世帯） 4,700 円 50 円 1,350 円 －

（特定継続世帯） 7,050 円 75 円 2,025 円 －

２
割
軽
減

均等割（被保険者１人あたり） 3,940 円 40 円 1,120 円 △ 20 円 1,840 円 120 円

平等割

（１世帯あたり） 3,760 円 40 円 1,080 円 －
（１世帯あたり）

1,160 円
80 円（特定世帯） 1,880 円 20 円 540 円 －

（特定継続世帯） 2,820 円 30 円 810 円 －

討　

論

斎

藤

松

夫

議員

反対
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「
さ
ら
な
る
年
金
削
減
の
中
止
を
求

め
る
」
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

〔
請
願
者
〕

　

伊
達
市
保
原
町
旭
町
32

　

全
日
本
年
金
者
組
合
伊
達
支
部

　
　
　
　
　

支
部
長　

菅
野　

顕
光

〔
審
査
委
員
会
〕

　

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　

採　

択 請
願
・
陳
情 

審
査
結
果

規
制
改
革
会
議
の
「
農
業
改
革
」
案

の
撤
回
と
農
業
委
員
会
・
農
業
協
同

組
合
の
「
自
主
・
自
立
」
を
基
本
と

す
る
改
革
を
求
め
る
請
願

〔
請
願
者
〕

　

福
島
市
大
森
字
日
の
下
４

－

１

　

福
島
県
北
農
民
連

　
　
　
　
　

支
部
長　

大
橋　

芳
啓

〔
審
査
委
員
会
〕

　

産
業
建
設
水
道
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　

採　

択

「
公
共
工
事
に
お
け
る
賃
金
等
確
保

条
例
」（
公
契
約
条
例
）
の
早
期
制

定
を
求
め
る
陳
情
書

〔
陳
情
者
〕

　

福
島
市
宮
下
町
11

－

31

　

全
建
総
連　

福
島
建
設
ユ
ニ
オ
ン

　
　
　

執
行
委
員
長　

宮
地　
　

明

　

福
島
市
飯
坂
町
湯
野
字
暮
坪
前
４

－

20

　

福
島
県
飯
坂
建
設
組
合

　
　
　
　
　

組
合
長　

加
藤　

勝
雄

〔
審
査
委
員
会
〕

　

産
業
建
設
水
道
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　

不
採
択

討　

論

　

公
共
工
事
等
に
携
わ
る
建
設
業
を

は
じ
め
と
す
る
業
者
に
、
工
事
に
お

け
る
安
全
と
品
質
確
保
と
雇
用
の
安

定
と
労
働
者
の
育
成
を
図
る
た
め
の

陳
情
で
あ
り
、
委
員
長
報
告
の
不
採

択
に
は
納
得
で
き
な
い
。
今
般
の
陳

情
は
採
択
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
更
に
安
定

し
た
雇
用
状
況
・
労
働
条
件
が
確
保

さ
れ
る
な
ら
ば
、
従
事
す
る
者
に

と
っ
て
、
技
能
・
技
術
継
承
等
に
も

貢
献
出
来
る
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、

委
員
会
で
の
資
料
収
集
も
必
要
で
は

な
か
っ
た
か
。

　

本
件
に
関
し
て
自
己
批
判
を
行
い

私
の
考
え
を
述
べ
る
。
陳
情
に
対
し

て
は
不
採
択
に
賛
成
の
態
度
を
と
っ

た
。
こ
れ
は
私
の
調
査
不
足
の
結
果

判
断
の
誤
り
で
あ
り
、
委
員
会
で
の

態
度
を
撤
回
し
、
本
陳
情
に
対
し
て

採
択
す
べ
き
と
の
態
度
を
取
る
。

　

建
設
業
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に

は
、
そ
こ
で
働
く
労
働
者
の
労
働
条

件
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の

陳
情
は
そ
の
た
め
の
条
例
制
定
も
求

め
て
い
る
も
の
で
あ
り
採
択
と
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
不
採
択
と

の
委
員
長
報
告
に
は
反
対
で
あ
る
。

地
域
経
済
の
活
性
化
と
住
民
の
住
環

境
改
善
の
た
め
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
を
創
設
・
拡
充
・
継
続
を

求
め
る
陳
情
書

〔
陳
情
者
〕

　

福
島
市
宮
下
町
11

－

31

　

全
建
総
連　

福
島
建
設
ユ
ニ
オ
ン

　
　
　

執
行
委
員
長　

宮
地　
　

明

〔
陳
情
者
〕

　

福
島
市
飯
坂
町
湯
野
字
暮
坪
前
４

－

20

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
６
反
対
７
で

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

　

福
島
県
飯
坂
建
設
組
合

　
　
　
　
　

組
合
長　

加
藤　

勝
雄

〔
審
査
委
員
会
〕

　

産
業
建
設
水
道
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　

採　

択

住
民
の
命
を
守
る
住
宅
の
耐
震
化
を

促
進
す
る
た
め
に
耐
震
改
修
助
成
制

度
の
創
設
・
拡
充
を
求
め
る
陳
情
書

〔
陳
情
者
〕

　

福
島
市
宮
下
町
11

－

31

　

全
建
総
連　

福
島
建
設
ユ
ニ
オ
ン

　
　
　

執
行
委
員
長　

宮
地　
　

明

〔
陳
情
者
〕

　

福
島
市
飯
坂
町
湯
野
字
暮
坪
前
４

－

20

　

福
島
県
飯
坂
建
設
組
合

　
　
　
　
　

組
合
長　

加
藤　

勝
雄

〔
審
査
委
員
会
〕

　

産
業
建
設
水
道
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　

趣
旨
採
択

県
道
１
２
３
号
線
歩
道
設
置
を
求
め

る
陳
情
書

〔
陳
情
者
〕

　

大
字
上
郡
字
常
西
寺
17

　

根
岸
町
内
会

　
　
　
　
　

会　

長　

朽
木
二
三
夫

〔
審
査
委
員
会
〕

　

産
業
建
設
水
道
常
任
委
員
会

〔
審
査
の
結
果
〕

　

採　

択

平

井

光

一

議員

反対

岩

﨑

久

男

議員

反対

斎

藤

松

夫

議員

反対

　

企
業
間
に
お
け
る
元
受
・
下
請
の

関
係
は
、
お
互
い
の
信
頼
関
係
に
基

づ
き
成
立
し
経
済
活
動
が
な
さ
れ
て

い
る
と
考
え
る
。
入
札
参
加
企
業
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
思
い
、
常

任
委
員
会
の
審
査
結
果
に
対
し
賛
成

の
立
場
を
と
る
。

原
　

賢

志

議員

賛成

さらなる年金削減の中止を求める意見書
　厚生労働省は、「特例水準」を解消するとして、昨

年 10 月から１％、今年４月から 0.7％削減し、来年

10月には 0.5％削減する予定である。

　年金の削減は、「特例水準の解消」を理由としてい

るが、今年４月からの消費税の増税、灯油や生鮮食料

品、医療費の値上り、さらには社会保険料の引き上げ

により高齢者の生活は一層厳しさを余儀なくされてお

り、実情にまったくそぐわない措置と言わざるを得な

い。

　昨年 12月に年金額の改定通知が届いてからの年金

受給者による行政不服審査請求は、全国で 12万６千

人、福島県でも 2,350 人を超えたと報じられており、

年金削減による高齢者の怒りや不安は今後ますます高

まることが予想される。年金の削減は消費を冷え込ま

せ、不況を一層深刻にし、国の経済にも影響を与える

ものである。特に大震災と原発事故に苦しんでいる福

島県にあっては、高齢者のみならず、すべての県民に

とって大きな痛手であり、安倍首相の言う「福島の再

生」や「経済の好循環」の政策に逆行するものである。

　年金削減に続いて、さらに政府はマクロ経済スライ

ドの実施による連続的な年金削減や受給年齢の引き上

げを立法化しようとしている。年金制度の改悪によっ

て、若者を中心に年金離れが一層進み、年金制度への

信頼がさらに低下することが懸念される。

　よって、高齢者の生活と地域経済を守るためにも、

「さらなる年金の削減を中止すること」を地方自治法

第 99条の規定により意見書を提出する。

　平成 26年 6月 23日

内閣総理大臣　　厚生労働大臣　　財務大臣　　宛

福島県伊達郡桑折町議会

意　見　書

羽
根
田
八
千
代

議員

反対

規制改革会議の「農業改革」案の撤回と農業委員会・農業協同組合の「自主・自立」を基本とする改革を求める意見書
　政府の規制改革会議が、全国農業協同組合中央会（ＪＡ全中）を頂点とする中央会制度の廃止などＪＡグループ組織再
編を柱とする農業改革案をまとめた。安倍晋三首相は農協、農業生産法人、農業委員会の改革を「３点セットで断行する」
と述べた。しかし、この改革案は、現場実態を無視した結論ありきの改革であり、組織の主体者である農民を蔑ろにした
ものである。
　全国農業会議は、次のような見解を出している。－「農業委員会等の見直し」、「農地を所有できる法人（農業生産法人）
の見直し」で出されている意見は、選挙制度の廃止、都道府県農業会議・全国の農業会議所の廃止、農地の権利移動の届
け出制への移行、意見の公表・建議機能の法律規定からの除外、等々、農業・農村現場の実態を無視しただけでなく、現
場でがんばる農業委員の気持ち削ぐ、理解しがたい内容であり、決して容認できるものではない。
　ＪＡ全中の萬歳章会長も次のようにコメントを発表した。－「組織の理念や組合員の意志、経営や事業の実態とかけ離れ
た内容であり、ＪＡグループの解体につながるものだ。きわめて大きな問題がある」
　協同組合アイデンティティに関するＩＣＡ（国際協同組合同盟）声明は次の原則を掲げている。
第２原則　組合員による民主的管理－協同組合は、組合員が管理する民主的な組織であり、組合員は、その政策立案と意
思決定に積極的に参加する。選出された役員として活動する男女は、すべての組合員に対して責任を負う。単位協同組合
の段階では、組合員は平等の議決権（１人１票）をもっている。他の段階の協同組合も、民主的方法によって組織される。
第４原則　自治と自立－協同組合は、組合員が管理する自治的な自助組織である。協同組合は、政府を含む他の組織と取
り決めを行う場合、または外部から資本を調達する場合には、組合員による民主的管理を保証し、協同組合の自治を保持
する条件のもとで行う。
　農業委員会は、耕作する者の農地の所有・利用を基本として、農業者の自治と自覚で農地管理を行い、行政庁への農民
の意見を反映することをさらに強化されなければならない。
　以上の趣旨から、下記事項について地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

記
１．規制改革会議の「農業改革」案の撤回を求める。
２．農業委員会・農業協同組合の「自主・自立」を基本とする改革の尊重を求める。
　平成26年６月23日
内閣総理大臣　　農林水産大臣　宛

福島県伊達郡桑折町議会

意　

見　

書

繰

越

明

許

費

款 事　業　名 金　　額 翌年度繰越金 完成予定日

02 総務費 国土利用計画桑折町計画策定業務 2,415,000 円 2,415,000 円 平成27年3月31日

03 民生費
子ども・子育て支援制度に係る
電子システム構築等事業

6,528,000 円 4,778,000 円 平成27年3月31日

05 農林水産業費 平成 26年２月豪雪農業災害特別対策事業 105,700,000 円 105,700,000 円 平成27年3月31日

05 農林水産業費
福島県営農再開支援事業
（水稲放射性物質吸収抑制対策事業）

26,950,000 円 26,950,000 円 平成26年 4月30日

07 土木費 町道 219 号（川前）線道路安全点検調査業務 3,735,000 円 3,735,000 円 平成26年5月30日

07 土木費 町道 4005 号（六角）線道路側溝改修工事 5,228,000 円 2,688,000 円 平成26年5月30日

07 土木費
都市計画マスタープラン策定及び
仮称国道４号ＩＣ周辺土地利用検討

9,500,000 円 5,720,000 円 平成26年7月30日

08 消防費 消火栓設置工事 1,100,000 円 1,100,000 円 平成26年7月30日

08 消防費 ハザードマップ作成 132,000 円 132,000 円 平成27年2月28日

08 消防費 放射性物質除染対策事業 10,348,544,000 円 6,250,000,000 円 平成26年9月30日

09 教育費 地域屋内プール整備事業 1,114,765,000 円 1,063,275,001 円 平成27年3月31日

10 災害復旧費 雪害による倒木処理・道水路復旧工事 3,000,000 円 3,000,000 円 平成26年12月28日

合　　　計 11,627,597,000 円 7,469,493,001 円

事
故
繰
越
し

款 事　業　名 支出負担行為額 翌年度繰越金 完成予定日

05 農林水産業費 上郡地区用排水路整備事業 17,217,360 円 9,138,000 円 平成26年5月15日

07 土木費 町道追分下半田線道路改良工事 18,995,040 円 8,343,000 円 平成26年5月12日

07 土木費 桑折地区造成宅地滑動崩落緊急対策事業 113,616,211 円 59,608,000 円 平成26年8月15日

合　　　計 149,828,611 円 77,089,000 円

平成 25年度一般会計繰越明許費・事故繰越し
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　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

○ 一般質問は、質問者が事前に提出した通告書に基づいて、一人持ち時間60分

で行われます。

○ 内容は、質問者の責任において作成されたものを掲載しています。

○質問項目は、通告によるものです。

羽根田八千代 議員

ズバリ

町
政
を
問
う
60
分

町
政
を
問
う
60
分
７
名
登
壇

一 般 質 問

登壇議員 質　問　項　目

羽根田　八千代

・ 「歴史まちづくり法」を活用し歴史的風致の維
持・向上と交流人口増から定着型への推進策に
ついて

・ ハザードマップにそった防災訓練・防災教育の
強化について

・ 第６期高齢者福祉計画・介護保険事業計画につ
いて

・ 教育委員会重点施策と屋内プール利活用計画に
ついて

斉　藤　　　謙
・大割東仮置場の進捗状況について
・人材育成基本方針の策定に関して
・財政運営等に関して

佐　藤　武　朗

・人口減少歯止め策について
・土砂災害防止法について
・半田沼、藤倉ダムのハザードマップについて
・多目的複合施設建設の工期について

川　名　静　子

・観光を核とした交流人口増の施策は
・生涯学習推進基本計画の進捗状況について
・空き家活用について
・ 平成24年に改定された「こおり男女共同参画プ
ラン」策定後における行政の取り組みについて

岩　﨑　久　男

・ 関西電力大飯原発運転差し止め請求事件判決に
ついて

・ 町民の暮らし破壊につながる医療介護総合法案
の問題点について

・徹底除染及び仮置き場の有効活用について
・公民館活動の充実について

斎　藤　松　夫

・ 「海外で戦争する国」に導こうとする集団的自
衛権行使容認問題への所見について

・ 原発事故からの克服及び賠償問題について
・ 半田沼・藤倉ダムハザードマップの作成配布及
び、県による半田沼耐震性調査結果について

・ うぶかの郷源泉枯渇対策としての自噴源泉活用
の進捗状況について

・新幹線側道の舗装促進及び改良について
・既存町公営住宅のトイレ水洗化等について

片　平　秀　雄

・人口増加策「婚活の場」設定について
・災害時の情報伝達体制について
・町職員の町民への対応について
・観光物産ＰＲ用案内板設置事業について

 

■問　
本
町
の
子
ど
も
の
現
状
は「
肥
満
傾
向
児
童
出
現
率
が

高
い
」、
県
に
お
い
て
も
全
国
平
均
よ
り
高
い
。
原
発
事
故

に
よ
る
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
が
、
大
事
な
こ
と
は
そ
の
改
善

策
で
あ
る
事
か
ら
次
の
点
を
伺
う
。

⑴ 

肥
満
傾
向
児
童
出
現
率
抑
制
策
は
。

⑵ 

屋
内
運
動
施
設
の
利
活
用
と
計
画
作
成
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

は
。

⑶
福
島
再
生
加
速
化
交
付
金
活
用
を
。

⑷ 

次
年
度
の
屋
内
プ
ー
ル
授
業
計
画
を
、同
時
期
の
今
、シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
お
く
べ
き
で
は
。

 

■答　
教
育
長　

⑴
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
、
こ
ど
も
園
に

お
け
る
運
動
遊
び
や
学
校
体
育
の
充
実
・
授
業
以
外
の
体
育

的
活
動
の
工
夫
、
食
育
の
充
実
や
保
護
者
と
の
協
力
連
携
が

必
要
だ
。
⑵
⑶
検
討
委
員
会
で
意
見
集
約
中
だ
。
有
効
な
体

力
づ
く
り
に
資
す
る
た
め
運
用
の
し
か
た
を
検
討
し
本
年
度

中
に
計
画
を
策
定
す
る
。
⑷
今
年
中
に
小
学
校
長
会
と
検
討

を
進
め
る
。

※
１　

Ｄ
Ｃ（
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

※
２ 　

神
社
、
仏
閣
、
祭
礼
行
事
、
歴
史
と
伝
統
を
反
映
し
た
人
々
の
生
活
、
風
情
、
情
緒
、
た

た
ず
ま
い
。
景
観
阻
害
要
素
の
除
去
、
道
路
の
美
装
化
、
郡
役
所
周
辺
の
無
電
柱
化
延
伸
、

土
木
遺
産
の
西
根
堰
・
西
山
城
保
全
・
半
田
銀
山
、
県
内
発
水
力
発
電
・
亀
腹
水
路
等

 

■問　
福
島
県
は
Ｄ
Ｃ
（
※
1
）
を
展
開
し
、

風
評
被
害
払
拭
や
地
域
資
源
・
歴

史
・
観
光
再
発
掘
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
本
町
も
、
国
の
重
要
文
化
財
郡

役
所
復
旧
を
期
に
、
今
こ
そ
、
国
の

施
策「
歴
ま
ち
法
」を
活
用
し
、
文
化

財
の
周
辺
等
に
お
け
る
良
好
な
歴
史

的
（
※
2
）
風
致
を
維
持
・
向
上
さ
せ
後

世
に
継
承
す
べ
き
だ
。
そ
れ
は
ま
た

こ
こ
に
生
き
る
私
た
ち
の
責
務
で
も

あ
る
。
ま
た
、
４
人
乗
り
三
元
車
を

復
元
活
用
し
観
光
回
遊
性
を
高
め
交

流
人
口
増
か
ら
定
着
型（
空
家
対
策
）

へ
と
推
進
す
る
事
も
可
能
だ
。
時
期

を
逸
す
る
事
な
く
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

 

■答　
町
長　

都
市
計
画
地
域
や
市
街

化
区
域
等
の
規
制
に
囚
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
農
地
や
山
林
ま
で
含
ん
で
景

観
や
歴
史
継
承
、
伝
統
産
業
や
伝
統

芸
能
等
の
ソ
フ
ト
支
援
も
対
象
の
制

度
だ
け
に
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に

は
有
効
だ
。
6
月
25
日
勉
強
会
を
開

催
し
計
画
に
着
手
す
る
。
更
に
、
職

員
の
み
な
ら
ず
、
町
民
の
英
知
を

絞
っ
て
取
り
組
む
。

今
こ
そ
《
歴
ま
ち
法
》
活
用
を

　
　
　

英
知
を
絞
っ
て
計
画
に
着
手

福島再生加速化交付金の活用を
　運用のしかたに力を入れ策定■問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
の
防
災
教
育
と
福
祉
避
難
所
の
明
記
を
。

　
　

■答　

 

マ
ッ
プ
を
基
に
説
明
会
と
防
災
訓
練
10
月
４
日
開
催
。

や
す
ら
ぎ
園
を
福
祉
避
難
所
と
明
記
す
る
。

■問　

 

高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
第
６
期
計
画
の
早
期
着
手
を
。

　
　

■答　
乖か
い
り離
が
生
じ
ぬ
よ
う
実
態
把
握
に
努
め
早
期
着
手
す
る
。

これも 質 問

― ４人乗り三元車の模型 ―
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■問　
役
場
職
員
の
教
育
は
町
づ
く
り

の
根
幹
と
し
て
基
本
方
針
は
必
要
不

可
欠
と
の
考
え
か
ら
、
４
年
間
に
わ

た
り
早
期
策
定
を
求
め
て
き
た
が
、

⑴ 

最
上
位
計
画
を
こ
れ
ま
で
策
定
で

き
な
い
理
由
は
何
か
。

⑵ 

庁
議
等
で
の
検
討
は
し
た
の
か
。

⑶ 

３
月
議
会
で
他
自
治
体
の
関
係
資

料
を
渡
し
た
が
い
か
に
活
用
し
た

か
。

⑷ 

町
長
は
策
定
を
約
束
し
た
が
、
期

限
を
明
確
に
す
べ
き
で
は
。

 

■答　
町
長　

⑴
〜
⑷
策
定
に
関
し
て

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
、
調

査
結
果
を
分
析
す
る
。
素
案
を
課
長

会
議
で
説
明
し
、
現
在
各
課
で
内
容

検
討
中
、
７
月
中
に
は
議
会
へ
示
す

考
え
で
あ
る
。 

 

■問　
財
政
運
営
等
に
関
し
て
、
25
年

度
決
算
概
要
説
明
で
多
額
の
剰
余
金

を
基
金
積
立
。
試
算
で
は
実
質
収
支

比
率
９
％
以
上
で
住
民
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
24
年
度
総
務
省
決
算
カ
ー

ド
か
ら
当
町
の
財
政
状
況
は
、

⑴ 

町
民
税
が
大
き
く
増
加
し
、
一
般

財
源
等
で
約
２
億
２
千
万
円
大
き

く
減
額
し
て
い
る
要
因
は
。

⑵ 

実
質
的
将
来
財
政
負
担
額
比
率
を

分
析
し
、
財
政
の
健
全
化
指
標
を
。

⑶ 
経
常
経
費
充
当
一
般
財
源
の
改
善

と
町
長
・
教
育
長
等
特
別
職
報
酬

額
が
類
似
団
体（
国
見
・
鏡
石
）と

比
較
し
、
大
き
な
開
き
が
あ
り
、

減
額
す
べ
き
で
な
い
か
。
最
大
の

課
題
は
人
件
費
の
改
善
で
は
。

⑷ 

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
目
標
達
成

時
期
は
い
つ
か
。

⑸ 

市
町
村
財
政
比
較
分
析
表
の
改
善

コ
メ
ン
ト
の
具
現
化
と
現
実
の
取

組
み
状
況
に
相
違
な
い
か
。

 

■答　
町
長　

⑴
特
別
交
付
税
が
大
き

く
減
額
し
た
こ
と
等
が
要
因
。
⑵
研

究
し
た
い
。
⑶
現
時
点
で
の
報
酬
見

直
し
は
考
え
て
い
な
い
。
⑷
組
合
と

協
議
中
で
あ
る
が
早
期
達
成
を
目
指

す
。
⑸
分
析
力
を
高
め
取
り
組
む
。

町づくりには役場職員教育が不可欠
　人材育成基本方針は７月に策定

■問　
大
割
東
仮
置
場
早
期
供
用
開
始
は
町
長
の
取
組
姿
勢
で
は
。

　
　

■答　
更
な
る
地
区
住
民
へ
の
理
解
促
進
と
県
当
局
へ
の
交
渉
で
。

 

■問　
人
口
減
少
問
題
は
ど
の
自
治
体

で
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

本
町
で
の
対
応
に
つ
い
て
次
の
点
を

伺
う
。

⑴ 

旧
桑
折
町
と
睦
合
、
半
田
、
伊
達

崎
地
区
の
人
口
歯
止
め
策
は
。

⑵ 「
空
き
家
」の
利
活
用
の
た
め
に
も

実
態
調
査
を
行
う
べ
き
で
は
。

⑶ 「
空
き
家
」の
利
活
用
対
策
に
行
政

も
絡
む
べ
き
で
は
。

 

■答　
町
長　

⑴
社
会
増
が
図
れ
る
対

策
と
し
て
駅
前
公
有
地
を
対
象
と
す

る「
復
興
住
宅
」「
宅
地
分
譲
」に
加
え

「
交
流
施
設
」な
ど
の
交
流
拠
点
の
強

化
、
ま
ち
な
か
の
空
地
の
民
間
住
宅

の
整
備
等
。
し
か
し
、
旧
市
街
地
以

外
の
地
区
に
つ
い
て
は
、
根
本
的
に

は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
⑵
実

態
を
把
握
し
て
い
く
が
、
方
法
は
検

討
。
⑶
個
人
の
所
有
権
に
か
か
る
問

題
で
直
接
関
わ
る
こ
と
は
困
難
、
利

用
の
促
進
の
た
め
に
、「
県
古
民
家
・

空
き
家
相
談
セ
ン
タ
ー
」
と
の
連
携

を
進
め
て
い
る
。

 

■問　
自
然
災
害
の
多
発
が
懸
念
さ
れ

る
中
、
本
町
の
土
砂
災
害
に
対
す
る

対
応
に
つ
い
て
次
の
点
を
伺
う
。

⑴ 

指
定
さ
れ
た
区
域
の
住
民
に
対
す

る
今
後
の
町
の
対
応
は
。

⑵ 

警
戒
区
域
内
の
避
難
体
制
の
確
立
、

整
備
等
に
対
す
る
国
・
県
等
の
補

助
金
等
は
あ
る
か
。

 

■答　
町
長　

⑴
今
年
度
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
全
戸
配
布
。
土
砂
災
害
危

険
区
域
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

を
明
記
し
、
区
域
内
の
住
民
に
対
し

て
周
知
す
る
。
土
砂
災
害
に
関
す
る

避
難
勧
告
の
判
断
基
準
は
検
討
し
、

速
や
か
に
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
。
⑵
土
砂
災
害
か
ら
命
を
守
る
た

め
、
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
区
域
に
つ

い
て
、
危
険
の
周
知
、
警
戒
避
難
体

制
の
整
備
、
住
宅
の
新
規
立
地
の
抑

制
、
既
存
住
宅
の
移
転
促
進
等
の
推

進
。県
・
国
等
か
ら
の
補
助
金
は
な
し
。

「
空
き
家
」
実
態
調
査
の
実
施
は

　

実
態
を
把
握
し
て
い
く

不
安
解
消
は
ど
の
よ
う
に
図
る
か

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
し
全
戸
配
布

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
改
善
は
隗か
い

よ
り
始
め
よ

　

特
別
職
報
酬
の
見
直
し
は
し
な
い　

これも 質 問

佐 藤 武 朗 議員 斉 藤 　 謙 議員

■問　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ど
う
活
か
す
か
。

　
　

■答　
決
壊
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
う
。

■問　
多
目
的
複
合
施
設
（
屋
内
プ
ー
ル
）
の
工
期
は
十
分
か
。

　
　

■答　
対
応
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
受
注
。

これも 質 問

― どうする、対策 ―

　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

24年度決算カードから（類似団体比較）

桑 折 町 国 見 町 鏡 石 町

職 員 数 115 人 90 人 84 人

人 件 費 955,163 千円 775,575 千円 709,170 千円

公債費（借入返済） 360,154 千円 324,108 千円 531,801 千円

物 件 費 472,487 千円 401,941 千円 426,717 千円

特別職等

報 酬 額

町 長 報 酬 月 846,000 円 月 753,400 円 月 517,200 円

教育長報酬 月 635,000 円 月 564,300 円 月 471,200 円

議 員 報 酬 月 228,000 円 月 216,600 円 月 225,900 円
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川 名 静 子 議員

 

■問　
「
復
興
加
速
の
年
」と
位
置
付
け

た
今
年
、
観
光
へ
の
取
り
組
み
も
多

く
な
り「
こ
こ
ろ
の
復
興
」に
繋
が
る

交
流
人
口
増
の
施
策
を
伺
う
。

⑴ 

町
観
光
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

⑵ 
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
実
践
し
て
い

る
団
体
へ
の
係
り
は
。

⑶ 

町
出
身
者
へ
観
光
大
使
を
依
頼
す

る
考
え
は
。

⑷ 「
歴
ま
ち
法
」認
定
へ
向
け
て
の
計

画
は
。

⑸ 「
歴
ま
ち
法
」認
定
に
よ
る
町
民
へ

の
効
果
は
。

⑹ 

第
10
回
羽
州
街
道
交
流
会
桑
折
大

会
で
の
経
済
効
果
は
。

⑺ 

観
光
案
内
所
設
置
の
進
捗
は
。

⑻ 

４
号
国
道
へ
コ
ン
セ
プ
ト
を
盛
り

込
ん
だ
情
報
発
信
の
考
え
は
。

 

■答　
町
長　

⑴
活
力
あ
る
町
に
育
て

後
世
に
引
き
継
ぐ
ま
ち
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
が
交
流
人
口
の
拡
大
へ

繋
っ
て
い
く
も
の
だ
。
⑵
補
助
金
交

付
や
人
的
協
力
を
し
て
い
る
。
⑶
検

討
す
る
。
⑷
認
定
を
う
け
る
こ
と
で

財
政
支
援
は
も
ち
ろ
ん〝
歴
史
と
文

化
の
薫
り
高
い
町
の
ま
ち
づ
く
り
〞

に
有
効
な
こ
と
か
ら
着
手
す
る
。
⑸

良
好
な
歴
史
的
風
致
が
後
世
に
引
き

継
が
れ
、
町
に
住
む
人
々
の「
誇
り
」

が
醸
成
さ
れ
る
。
⑹
直
接
的
な
経
済

効
果
を
求
め
て
開
催
す
る
も
の
で
は

な
い
。
⑺
検
討
中
。
⑻
上
下
線
に
大

型
看
板
を
設
置
予
定
。

 

■問　
今
ど
の
地
区
に
お
い
て
も
空
き
家
が
目
立
っ
て
増
え
て

き
て
い
る
。
活
用
す
る
こ
と
で
人
口
増
、
さ
ら
に
は
防
犯
上

か
ら
も
必
要
に
な
る
。
借
り
手
、
買
い
手
が
増
え
て
い
る
今
、

法
律
上
・
規
則
か
ら
も
難
し
い
の
は
承
知
し
て
い
る
が
近
い

将
来
、
す
べ
て
に
影
響
を
与
え
る
人
口
減
、
特
に
子
供
の
減

は
、
文
化
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
な
る
こ
と
か
ら
今
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
思
う
こ
と
か
ら
次
の
点
を
伺
う
。

⑴ 

行
政
が
手
続
き
の
窓
口
に
な
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
が
本

町
が
取
り
組
む
考
え
は
。

⑵ 

市
街
化
調
整
区
域
の
緩
和
策
は
。

 

■答　
町
長　

⑴
個
人
の
所
有
権
に
か
か
る
問
題
な
の
で
、
直

接
行
政
が
関
わ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
⑵
現
在
の
法
律
上

で
は
な
い
。

観
光
を
核
と
す
る
交
流
人
口
増
の
施
策
は

　

活
力
あ
る
町
を
後
世
に
繋
ぐ
ま
ち
づ
く
り
だ

空き家対策は今取り組む必須課題では
　　　個人の所有権などから困難■問　

生
涯
学
習
の
抜
本
的
改
革
は
。

　
　

■答　
町
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
、
魅
力
あ
る
計
画
策
定
を
。

■問　
「
こ
お
り
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」行
政
の
取
り
組
み
は
。

　
　

■答　
広
報
紙
等
で
意
識
啓
発
を
し
て
い
く
。 

これも 質 問

岩 﨑 久 男 議員

■問　
中
央
公
民
館
事
業
計
画
立
案
は
。

　
　

■答　
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
の
中
で
。

■問　
徹
底
除
染
及
び
仮
置
き
場
の
有
効
活
用
は
。

　
　

■答　
関
係
す
る
町
内
会
と
協
議
す
る
。

 ■問 　⑴ 

福
井
地
裁
は
５
月
21
日
の
関
西
電

力
大
飯
原
発
の
再
稼
働
差
し
止
め

訴
訟
で「
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
画
期
的
な
判
決
に
、
被
災
地
の

首
長
と
し
て
の
考
え
は
。

⑵ 

判
決
は
憲
法
で
保
障
さ
れ
た「
人

格
権
」
を
守
る
こ
と
以
上
に
大
切

な
こ
と
は
な
い
と
し
た
判
決
の
核

心
は
。

⑶ 

判
決
を
勝
ち
と
っ
た
要
因
は
、
原

発
な
く
せ
の
福
島
県
民
を
始
め
国

民
運
動
と
世
論
の
盛
り
上
が
り
と

考
え
る
が
、
又
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
へ
と
決
断
す
べ
き
と
思

う
が
所
見
は
。

 

■答　
町
長　

⑴
⑵
⑶
原
発
の
具
体
的

危
険
性
の
有
無
に
踏
み
込
ん
だ
こ
と

「
司
法
は
司
法
」と
い
う
姿
勢
を
明
確

に
打
ち
出
し
た
も
の
と
考
え
る
。「
人

格
権
」
を
守
る
に
は
万
が
一
の
危
険

性
も
な
い
こ
と
を
証
明
さ
れ
な
い
限

り
、
再
稼
働
は
認
め
ら
れ
な
い
。
全

国
各
地
で
の
粘
り
強
い
世
論
の
盛
り

上
が
り
と
運
動
の
広
が
り
を
反
映
し

た
も
の
と
考
え
る
。

 ■問 　⑴ 

同
法
案
は
医
療
や
介
護
の
負
担
と

責
任
を
個
人
や
家
族
に
押
し
付
け
、

国
の
責
任
を
放
棄
す
る
も
の
と
考

え
る
が
。

⑵ 

介
護
保
険
導
入
後
初
め
て
と
な
る

一
定
所
得
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
２
割
負
担
に
引
き
上
げ
る
の

は
、
生
活
実
態
と
か
け
離
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

⑶ 

要
支
援
１
・
２
の
高
齢
者
の
訪
問

介
護
、
通
所
介
護
を
国
の
責
任
で

行
う
保
険
か
ら
外
し
、
市
町
村
へ

の
丸
投
げ
は
問
題
で
は
な
い
か
。

⑷ 

特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
要
件
を

原
則「
要
介
護
３
」以
上
と
す
る
こ

と
へ
は
反
対
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

 

■答
町
長　

⑴
⑵
す
べ
て
の
世
代
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
合
意
が
不

可
欠
で
あ
る
。
⑶
市
町
村
や
地
域
包

括
セ
ン
タ
ー
の
負
担
が
増
加
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
⑷
現
在
の
軽
度

要
介
護
者
の
入
所
理
由
を
考
え
る
と
、

必
要
に
も
関
わ
ら
ず
入
所
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
今
ま

で
通
り
事
業
者
の
主
体
制
に
ま
か
せ

る
べ
き
だ
。

医
療
介
護
総
合
法
案
に
問
題
点
が

　

同
法
案
は
慎
重
審
議
を
求
め
る　

これも 質 問

原発、再稼働中止判決が
　司法の判断は極めて重い

― 居宅介護サービス施設 ―
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　 一 般 質 問 一 般 質 問 　

 

■問　
憲
法
改
正
で
は
な
く
一
内
閣
の

閣
議
決
定
で
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
に
つ
な
が
る
議
論
が
進
ん
で
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
安
倍
内
閣
の
や
り

方
へ
の
所
見
は
。
ま
た
集
団
的
自
衛

権
行
使
と
は
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
の
た

め
に
日
本
の
若
者
の
血
を
流
す
こ
と

で
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
、
こ
の

重
大
事
態
に
対
処
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

 

■答　
町
長　

集
団
的
自
衛
権
の
行
使

に
あ
た
っ
て
は
、
国
民
の
代
表
で
あ

る
政
治
家
が
、
熟
議
の
末
に
、
衆
参

両
院
の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
を

も
っ
て
、
憲
法
改
正
を
発
議
し
、
国

民
投
票
で
過
半
数
の
賛
同
を
得
る
手

順
を
踏
む
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
国

民
の
納
得
感
が
な
い
ま
ま
、
集
団
的

自
衛
権
を
行
使
し
、
自
衛
隊
を
海
外

に
出
動
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
、
す

べ
き
で
な
い
と
考
え
る
。

 

■問　
浪
江
町
は
、
原
発
事
故
の
損
害

賠
償
で
町
が
先
頭
に
立
っ
て
Ａ
Ｄ
Ｒ

へ
の
申
し
立
て
を
行
い
、
和
解
案
を

提
示
さ
せ
る
と
こ
ろ
ま
で
す
す
め
た
。

　

こ
う
し
た
積
極
姿
勢
に
学
び
、
民

事
訴
訟
等
の
講
演
会
開
催
や
、
自
主

的
な
取
り
組
み
を
町
民
に
紹
介
す
る

等
し
て
は
ど
う
か
。
浪
江
町
で
は
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
す
す
め
る
裏
付

け
と
し
て「
浪
江
町
原
子
力
損
害
賠

償
請
求
に
係
る
支
援
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
て
い
る
。
桑
折
町
も

こ
の
よ
う
な
条
例
を
制
定
す
る
な
ど

し
て
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
は
ど

う
か
。

 

■答
町
長　

町
と
し
て
も
県
や
弁
護

士
会
主
催
の
講
演
会
な
ど
の
紹
介
に

努
め
て
き
た
。
今
年
度
は
司
法
書
士

に
よ
る
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
関
す
る
勉
強
会
を

開
催
す
る
。「
条
例
」制
定
は
今
議
会

中
に
提
案
で
き
る
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
が
、
検
討
は
し
て
み
る
。

集団的自衛権問題への見解は
　国民理解ないままやるべきでない

■問　
町
営
住
宅
水
洗
ト
イ
レ
化
を
。

　
　

■答　
住
宅
ス
ペ
ー
ス
せ
ま
く
対
応
で
き
ぬ
。

■問　
半
田
沼
北
西
斜
面
崩
壊
調
査
は
。

　
　

■答　

 

今
回
は
沼
の
み
の
調
査
で
未
実
施
。

■問　
新
幹
線
側
道
の
舗
装
促
進
を
。

　
　

■答　
緊
急
性
の
高
い
と
こ
ろ
よ
り
整
備
。

■問　
観
光
物
産
Ｐ
Ｒ
用
看
板
設
置
事
業
に
つ
い
て
。

　
　

■答　
設
置
場
所
と
デ
ザ
イ
ン
検
討
中
。

■問　
町
職
員
の
町
民
へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

　
　

■答　
接
遇
に
対
し
て
は
今
後
も
徹
底
す
る
。

― 6/29・自主学習開催 ―

― すみずみまで… ―

 

■問　
復
興
こ
お
り
創
造
プ
ラ
ン
農
業

振
興
事
業
で「
独
身
農
業
者
出
会
い

の
場
づ
く
り
事
業
」、
更
に
実
施
計

画
書
で
は「
異
性
と
の
出
会
い
の
場

づ
く
り
検
討
を
進
め
る
」
と
計
画
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
次
の
点
を
伺
う
。

⑴ 

復
興
こ
お
り
創
造
プ
ラ
ン
の
中
間

点
を
迎
え
、
こ
の
事
業
の
検
討
結

果
は
。

⑵  

今
後
ど
の
様
に
進
め
る
の
か
。

⑶ 

農
業
後
継
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般

町
内
勤
労
者
等
を
含
め
町
全
体
で

の
設
定
は
ど
う
か
。

 

■答　
町
長　

⑴
⑵
⑶
こ
の
事
業
は
復

旧
復
興
に
重
点
を
置
い
て
き
た
た
め

着
手
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
は
人
口

減
少
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
今
日
、

農
業
後
継
者
や
就
農
定
着
化
促
進
に

限
る
こ
と
な
く
、
町
内
外
は
も
と
よ

り
広
く
結
婚
適
齢
期
を
迎
え
た
方
々

を
対
象
に
、
出
会
い
の
場
を
創
出
す

べ
く
検
討
し
て
い
る
。
町
内
大
手
企

業
勤
務
者
や
荒
川
区
等
都
会
の
方
々

に
も
公
募
し
交
流
の
場
も
検
討
し
た

い
。
結
婚
お
祝
い
金
制
度
等
も
視
野

に
入
れ
進
め
た
い
。

 

■問　
半
田
沼
、
藤
倉
ダ
ム
が
決
壊
し

た
場
合
の
危
険
性
を
知
り
備
え
る
た

め
の
マ
ッ
プ
が
配
布
さ
れ
た
。
近
年

の
異
常
気
象
現
象
か
ら
次
の
点
を
伺

う
。

⑴
関
係
住
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

⑵ 

土
砂
で
町
が
寸
断
さ
れ
る
が
被
災

確
認
や
情
報
収
集
方
法
は
。

⑶
到
達
時
間
内
の
避
難
指
示
は
。

⑷
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
の
設
置
は
。

⑸
全
戸
へ
受
信
機
の
設
置
は
。

 

■答
町
長　

⑴
今
後
、
説
明
会
を
行

う
。
⑵
伊
達
市
・
国
見
町
と
情
報
伝

達
体
制
を
整
え
て
お
り
更
に
携
帯
エ

リ
ア
メ
ー
ル
で
情
報
を
伝
え
る
。
⑶

５
分
以
内
の
浸
水
地
域
も
あ
り
立
っ

て
い
ら
れ
な
い
揺
れ
を
感
じ
た
ら
す

ぐ
避
難
の
習
慣
が
重
要
。
⑷
住
宅
は

高
気
密
・
断
熱
・
遮
音
の
建
物
で
聞

き
に
く
い
。
危
険
性
を
知
ら
せ
る
に

は
屯
所
か
ら
の
一
斉
サ
イ
レ
ン
も
有

効
検
討
す
る
。
⑸
個
別
受
信
機
の
設

置
は
費
用
対
効
果
や
利
用
方
法
を
考

慮
す
れ
ば
携
帯
エ
リ
ア
メ
ー
ル
が
有

効
。

災
害
情
報
伝
達
に
ス
ピ
ー
カ
ー
設
置
を

　

一
斉
サ
イ
レ
ン
な
ど
も
検
討　

浪
江
町
に
学
び
賠
償
支
援
条
例
を

　

制
定
に
つ
い
て
検
討
は
し
て
み
る

これも 質 問 これも 質 問

人口増加策「婚活の場」の設定は
　10月末か 11月ころ予定している

斎 藤 松 夫 議員片 平 秀 雄 議員
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町
が
出
資
し
て
い
る
法
人
の
経
営
状
況　

Q
＆

A

土 地 開 発 公 社 桑 折 町 事 業 所 財 団 法 人 桑 折 町 振 興 公 社
事業の概況

　町の除染計画により、うぶかの郷周辺の除染が終了し、環境改善が図られたことを周知しな

がら事業を展開してきた。しかし25年10月下旬、源泉ポンプ故障により、天然温泉のブラン

ドを失い、厳しい運営を強いられている。対策として第２源泉を活用しながら、集客数の減を

食い止める努力を続けている。

事業の概況

　平成25年度は、災害公営住宅用地の処分等を行った。また、

公共用地等の取得、造成、管理、処分等に附帯する業務として

保有地の貸付事業を行った。平成19年度における工業団地処

分により生じた損失は、町からの補填で、借入金の返済をして

いる。

　　　　　平成 25年度　「うぶかの郷」営業収支より　（3月末現在）

項　　目 25 年度 24 年度 比較 前年対比

宿 泊 1,893 人 1,898 人 △ 5人 99.7％

宿 泊 使 用 料 6,747,940 円 6,917,200 円 △ 169,260 円 97.6％

部屋使用件数 176 件 207 件 △ 31 件 85.0％

部 屋 使 用 料 531,300 円 649,925 円 △ 118,625 円 81.7％

入 湯 者 37,208 人 40,641 人 △ 3,433 人 91.6％

浴 場 使 用 料 11,927,150 円 12,980,920 円 △ 1,053,770 円 91.9％

宿 泊 食 事 6,477,370 円 6,607,870 円 △ 130,500 円 98.0％

宴 会 食 事 17,738,766 円 15,787,095 円 1,951,671 円 112.4％

食 事 11,297,320 円 12,049,555 円 △ 752,235 円 93.8％

物 販 事 業 7,152,646 円 7,185,956 円 △ 33,310 円 99.5％

事業収入合計 68,211,145 円 67,841,098 円 370,047 円 100.5％

賄 材 料 費 14,726,395 円 13,812,833 円 913,562 円 106.6％

人 件 費 28,512,396 円 28,841,229 円 △ 328,833 円 98.9％

※事業収入は主なもののみ

※

問　

25
年
度
収
支
決
算
書
の
中
に
、

損
害
賠
償
金
の
記
載
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
風
評
被
害
に
よ
る
う
ぶ
か
の
郷

利
用
減
に
よ
る
も
の
か
。

答　

ご
指
摘
の
通
り
だ
。
平
成
22
年

度
を
ベ
ー
ス
に
、
元
通
り
に
回
復
す

る
ま
で
請
求
し
て
い
く
考
え
だ
。

問　

平
成
24
年
作
成
の
桃
贈
答
用
箱

の
在
庫
は
い
か
ほ
ど
か
。
ま
た
、
今

後
の
方
針
は
。

答　

Ｊ
Ａ
扱
い
の
も
の
は
完
売
と

な
っ
て
い
る
が
、
伊
達
果
扱
い
の
も

の
が
残
っ
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て

は
完
売
後
に
検
討
す
る
。

問　

収
支
計
算
書
の
事
業
費
の
な
か

に
、
86
万
円
余
の
職
員
食
費
と
あ
る
。

こ
の
こ
と
の
説
明
を
求
め
た
い
。

答　

職
員
食
費
の
ほ
か
に
は
、
入
湯

税
差
額
返
還
分
の
30
万
１
，
５
０
０

円
及
び
、
役
員
会
食
費
８
万
７
，
４

問　

間
接
的
質
問
と
な
る
が
、
次
の

点
を
伺
う
。
公
社
所
有
地
の
一
部
を

駐
車
場
と
し
て
貸
し
て
い
た
が
、
災

害
公
営
住
宅
建
設
の
た
め
な
く
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
駐
車
場
利
用
者
に

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

答　

利
用
者
の
ほ
と
ん
ん
ど
が
、
浪

江
町
の
方
々
だ
。
事
情
を
説
明
し
ご

理
解
を
得
て
い
る
。

問　

25
年
度
損
益
計
算
書
に
お
け
る

支
払
利
息
は
１
，
６
１
２
万
円
余
で

あ
る
が
、
26
年
度
計
画
で
は
４
１
９

万
円
余
だ
。
こ
の
差
額
が
生
じ
た
の

は
な
ぜ
か
。

答　

１
，
６
１
２
万
円
余
の
額
は
24

年
と
25
年
の
合
計
額
で
あ
る
。
24
年

分
の
利
息
の
支
払
い
が
、
25
年
４
月

１
日
以
降
と
な
っ
た
た
め
、
こ
の
よ

う
な
金
額
と
な
っ
た
。

２
５
円
、
お
土
産
品
消
費
期
限
切
処

理（
買
取
り
）１
万
４
，
８
１
２
円
等

が
あ
り
、
雑
費
を
加
え
計
、
86
万
７

千
余
円
と
な
っ
た
。

問　

産
ヶ
沢
川
北
側
自
噴
源
泉
が
震

災
後
、
枯
渇
傾
向
に
あ
り
利
用
で
き

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
対

策
を
本
年
度
に
お
い
て
ど
う
す
す
め

る
の
か
。

答　

北
側
源
泉
の
自
噴
状
態
は
南
側

と
異
な
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
枯

渇
の
要
因
は
地
震
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
今
後
業
者
と
も
相
談
し
て

強
制
的
な
揚
湯
も
行
っ
て
み
た
い
と

思
う
。
そ
れ
で
も
解
決
し
な
い
場
合

は
経
済
面
試
算
の
上
、
南
側
源
泉
活

用
の
道
も
探
求
し
た
い
。

平

井

國

雄

議
員

川

名

静

子

議
員

斎

藤

松

夫

議
員

渡

邉

英

直

議
員

平成 25年度　損益計算書（概要）

項　　目 金　　額

1
事業収益

⑴公有地取得事業収益 141,858,203 円

2

事業原価

⑵公有地取得事業原価 141,858,203 円

事業総利益 0円

3
販売費及び一般管理費 23,769 円

事業損失 23,769 円

4 事業外収益 5,152,564 円

5

事業外費用

⑴支払利息 16,128,859 円

経常損失 11,000,064 円

6
特別損失 0円

当期純損失 11,000,064 円

羽
根
田
八
千
代

議
員

斉

藤
　

謙

議
員

１
．
調
査
事
件

　
　

道
水
路
等
の
整
備
に
つ
い
て

２
．
調
査
目
的

　
　

 

町
民
の
安
全
な
生
活
環
境
保
全

の
た
め

３
．
調
査
経
過　

（
略
）

４
．
調
査
結
果

　

本
委
員
会
は
道
水
路
の
改
良
要
望

が
１
６
０
件
以
上
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
低
コ
ス
ト
施
工
方
法

（
ス
ー
パ
ー
や
な
み
事
業
）に
よ
る
事

業
の
推
進
を
提
案
し
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
町
内
会
よ
り
要
望
の
低
コ
ス

ト
工
事
箇
所
は
概
ね
改
良
さ
れ
た
が
、

道
路
幅
員
を
拡
げ
る
必
要
が
あ
る
等
、

困
難
な
事
業
も
あ
っ
た
。

　

本
事
業
は
平
成
23
年
度
は
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
実
施
さ
れ
ず
、
24
年

度
は
５
０
０
万
円
に
減
額
さ
れ
た
。

25
年
度
に
な
っ
て
以
前
の
１
，
０
０

０
万
円
に
回
復
し
工
事
が
進
捗
し
た
。

　

住
民
と
の
協
働
に
よ
る
ス
ー
パ
ー

や
な
み
事
業
は
、
一
定
の
成
果
を
あ

げ
て
い
る
一
方
、
高
齢
化
が
進
み
工

事
施
工
が
困
難
と
な
る
な
ど
の
現
状

に
あ
る
。

　

平
成
26
年
度
の
公
共
事
業
は
、
７

箇
所
の
道
水
路
整
備
及
び
、
改
良
工

事
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

５
．
提
言

・ 

ス
ー
パ
ー
や
な
み
事
業
は
、
町
民

の
高
齢
化
に
よ
り
協
働
作
業
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
。
施
工
方
法
に

つ
い
て
更
に
検
討
を
重
ね
る
な
ど
、

知
恵
を
出
し
合
っ
て
進
め
る
こ
と
。

・ 

地
球
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
想
定

外
の
自
然
災
害
も
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
道
水
路
の
改
良
を
早
急

に
進
め
、
万
全
を
期
す
こ
と
。

・ 

以
前
か
ら
要
望
の
箇
所
に
つ
い
て

は
ラ
ン
ク
付
け
を
行
い
、
緊
急
性

の
高
い
も
の
か
ら
施
工
し
て
い
る

が
、
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
は

要
望
し
た
町
内
会
に
対
し
誠
意
を

も
っ
て
随
時
報
告
す
る
こ
と
。

・ 

道
水
路
整
備
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
国
、
県
の
復
興
支
援
事
業

を
十
二
分
活
用
し
財
源
確
保
に
努

め
る
こ
と
。

委
員
会
報
告

産
業
建
設
水
道
常
任
委
員
会
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一　部　事　務　組　合　議　会　報　告
【伊達地方衛生処理組合】　選出議員　佐藤榮三・川名静子。

　去る3月27日第1回定例会が開催され、条例改正１件、補正予算3件、当初予算3件、計7件議案提出され、

全て全会一致で承認された。主な概要は次の通りです。

【概要説明】…26年度予算

　　「一般会計」　 歳入歳出予算総額5,710万円、前年度対比150万円、2.6%減、主な内訳、歳入では分賦金

5,485万円、前年度対比162万円増、歳出では総務費5,573万円、前年度対比155万円減、

となった。

　　「し尿処理」　 歳入歳出予算総額3億4,300万円、前年度対比900万円、2.6%増、主な内訳、歳入では分

賦金2億8,087万円、前年度対比886万円増、繰入金6,072万円、前年度対比998万円、歳

出では衛生費1億6,535万円、前年度対比911万円増、となった。

　　「ごみ処理」　 歳入歳出予算総額35億1,580万円、前年度対比28億7,170万円です。歳入では県支出金、

29億７千万円（除染事業費の仮設焼却炉）、諸収入4,056万円、前年対比813万円増（東京

電力から損害賠償金3,888万２千円見込む）、歳出では清掃費4億2,764万円、前年度対比

1,935万円減、災害廃棄物処理事業5,812万円、前年度対比4,387万円43％減、除染事業

費29億7,257万円（仮設焼却炉が今年度中に稼動開始見込み）、となった。

【公立藤田病院組合】　選出議員　渡邊英直・斉藤謙・羽根田八千代・平井國雄。

　去る3月28日第1回定例会が開催され、補正予算1件、当初予算、計2件議案提出され、全て全会一致で承

認された。主な概要は次の通りです。

【概要説明】…26年度予算

　「業務量」

　　　 病床数　311床(一般299床、結核12床)、年間患者数　入院93,075人(一般91,980人、結核1,095人)、

外来168,510人

　　　 1日平均患者数　入院255人(一般252人、結核3人)、外来685人。　

　「収益的収支」 では、病院事業収益62億1,700万円、病院事業費用61億2,412万円、収益的収支予算額は前

年度対比3億8,097万円、6.1%増となった。

　「資本的収支」 では、収入は出資金1億7,984万円(前年度対比657万円減)、支出は建設改良費2億2,886万円、

企業債償還金3億1,189万円(前年度対比716万円増)。建設改良費は、高額医療機器備品（１億

7,000万円）計上した。

○ 特記事項として、23年度・24年度と２年続き黒字計上だったが25年度は約5,800万円の赤字が見込まれ

る。26年度は、診療報酬改定や消費税の増税と非常に厳しい医療環境であるが、新たな病棟機能（地域包

括ケア病棟）の導入や施設基準の取得による等、一層努力することで改善を図る。

【収益的収入及び支出】　　　　　　　　　　　　　　　　【資本的収入及び支出】　　　　　　　　　　　単位：千円

収　　　　入 収　　　　入

区　分 H26年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H26年度予算 前年度 前年度対比 増減率

病院事業収益合計 6,217,002 5,836,028 380,974 6.1% 資本的収入合計 179,844 186,416 △ 6,572 △ 3.7%

医 業 収 益 5,570,125 5,460,590 109,535 2.0% 出　資　金 179,843 186,415 △ 6,572 △ 3.7%

医業外収益 407,762 375,438 32,324 7.9% 国（県）補助金 1 1 0 0.0%

特 別 収 益 239,115 － 239,115 －

支　　　　出 支　　　　出

区　分 H26年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H26年度予算 前年度 前年度対比 増減率

病院事業費用合計 6,124,121 5,836,028 288,093 4.7% 資本的支出合計 540,729 504,707 36,022 6.7%

医 業 費 用 5,810,522 5,690,022 120,500 2.1% 建設改良費 228,861 200,000 28,861 12.6%

医業外費用 130,996 136,067 △ 5,071 △ 3.9% 企業債償還金 311,868 304,707 7,161 2.3%

病院組合費 2,768 2,768 0 0.0%

特 別 損 失 171,290 2,500 168,790 98.5%

予　備　費 8,545 4,671 3,874 45.3%

資本的収入額が資本的支出額に不足する額 360,885 千円は、過年度分損益勘定留保資金で補填する。

【一般会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 H26年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H26年度予算 前年度 前年度対比 増減率

分賦金 54,846 56,454 △ 1,608 △ 2.9％ 議会費 963 917 46 4.8%

財産収入 1 1 0 0.0% 総務費 55,737 57,283 △ 1,546 △ 2.8%

繰入金 2,000 1,900 100 5.0% 予備費 400 400 0 0.0%

繰越金 200 200 0 0.0%

諸収入 53 45 8 15.1%

合　計 57,100 58,600 △ 1,500 △ 2.6％ 合　計 57,100 58,600 △ 1,500 △ 2.6%

歳入歳出差引額 518 千円、千円未満四捨五入

【し尿処理事業特別会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　出

区　分 H26年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H26年度予算 前年度 前年度対比 増減率

分　賦　金 280,872 272,008 8,864 3.2% 衛生費 165,351 156,238 9,113 5.5%

使用料・手数料 84 4 80 95.2% 基金費 38,497 38,610 △ 113 △ 0.3%

財 産 収 入 36 45 △ 9 △ 25.0% 公債費 138,652 138,652 0 0.0%

繰　入　金 60,454 60,722 △ 268 △ 0.4% 予備費 500 500 0 0.0%

繰　越　金 300 300 0 0.0%

諸　収　入 1,254 921 333 26.6%

合　計 343,000 334,000 9,000 2.6% 合　計 343,000 334,000 9,000 2.6%

【ごみ処理事業特別会計】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 H26年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H26年度予算 前年度 前年度対比 増減率

分　賦　金 274,590 364,948 △ 90,358 △ 32.9% 衛生費 3,458,326 590,367 2,867,959 82.9%

使用料・手数料 138,424 135,219 3,205 2.3% 基金費 18,336 14,399 3,937 21.5%

国庫支出金 20,795 68,576 △ 47,781 △229.8% 公債費 36,138 36,334 △ 196 △ 0.5%

県 支 出 金 2,970,000 ー 2,970,000 ー 予備費 3,000 3,000 0 0.0%

財 産 収 入 48,730 39,125 9,605 19.7%

繰　入　金 20,700 2,300 18,400 88.9%

繰　越　金 2,000 1,500 500 25.0%

諸　収　入 40,561 32,432 8,129 20.0%

組　合　債 0 0 0 ー

合　計 3,515,800 644,100 2,871,700 81.7% 合　計 3,515,800 644,100 2,871,700 81.7% 仮設焼却炉建設予定図 霊山石田地区

仮 設 焼 却 炉 建 設 予 定 地
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【水道用水供給企業団】　選出議員　半澤　高。

　２月20日定例会に提出された議案は補正予算1件、当初予算、条例の一部改正1件、計3件で、全て承認さ

れた。主な概要は次の通りです。

【概要説明】…平成26年度予算

　年間総給水量4,028万8,880㎥とし、水道用水供給事業収益として49億1,213万6,000円、水道用水供給事

業費用として48億9,063万8,000円とし、資本的収入及び支出の予定額については、資本的収入額を486万

円、資本的支出額を19億7,589万6,000円としたものです。

【収益的収入及び支出】　　　　　　　　　　　　　　   　【資本的収入及び支出】　　　　　　　　　　 単位：千円

収　　　　入 収　　　　入

区　分 H26年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H26年度予算 前年度 前年度対比 増減率

水道用水供給事業 4,912,136 3,759,839 1,152,297 23.5% 資本的収入 4,860 819 △ 4,041 △ 493.4%

営 業 収 益 3,854,783 3,743,048 111,735 2.9% 負 担 金 4,860 819 △ 4,041 △ 493.4%

営業外収益 1,057,353 16,791 1,040,562 98.4% 固定資産売却代金 0 0 0 0.0%

支　　　　出 支　　　　出

区　分 H26年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H26年度予算 前年度 前年度対比 増減率

水道用水供給事業 4,890,638 3,828,239 1,062,399 21.7% 資本的支出 1,975,896 1,879,971 95,925 4.9%

営 業 費 用 4,164,813 3,111,772 1,053,041 25.3% 建設改良費 197,055 234,414 △ 37,359 △ 19.0%

営業外費用 711,380 716,367 △ 4,987 △ 0.7% 企業債償還金 1,778,741 1,645,457 133,284 7.5%

特 別 損 失 14,345 0 14,345 ー 予 備 費 100 100 0 0.0%

予 備 費 100 100 0 0.0%

資本的収入額が資本的支出額に不足する額 1,971,036 千円は、過年度分損益勘定留保資金 1,966,856 千円及び過年
度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 4,180 千円で補填する。

桑折町の一部事務組合への
平成 26年度負担金予算額対平成 25年度予算額対比表

区　　　分 内　訳 平成 26 年度予算額 平成 25 年度予算額 増減額 増減率

伊 達 地 方

衛 生 処 理 組 合

一般会計 630 万 2千円 679 万円 △ 48 万 8千円 △ 7.7%

ごみ処理 2,729 万 6 千円 4,070 万 7 千円 △ 1,341 万 1 千円 △49.1%

し尿処理 2,351 万 2 千円 2,333 万 9 千円 17 万 3千円 0.7%

計 5億 7,110 万円 7,083 万 6 千円 △ 1,372 万 6 千円 △24.0%

公立藤田病院組合

特別交付税分 1,474 万 1 千円 1,654 万 6 千円 △ 180 万 5千円 △12.2%

一般会計 5,200 万円 5,200 万円 0 0.0%

計 6,674 万 1 千円 6,854 万 6 千円 △ 180 万 5千円 △ 2.7%

伊達地方消防組合 一般会計 1億 6,687 万 5 千円 1億 6,755 万円 △ 67 万 5千円 △ 0.4%

合　　　計 2億 907 万 7千円 3億 693 万 2千円 △ 1,620 万 6 千円 △ 5.6%

【伊達地方消防組合】　選出議員　佐藤武朗・原　賢志。　　

　去る3月27日第1回定例会が開催され、報告1件、条例制定１件、条例の一部改正３件、補正予算1件、当

初予算、計7件議案提出され、全て全会一致で承認された。主な概要は次の通りです。

【概要説明】…26年度予算

　歳入歳出総額27億4,500万円、前年度対比10億1,100万円、58.3%増、主な内訳、歳入では分担金等14億

3,040万円、国・県支出金4,459万円、前年対比3,009万円67.5％増、組合債12億3,740万円、前年度対比1

億2,700万円増、歳出では、総務費3,697万円、前年度対比875万円減、消防費26億4,811万円、前年度対比

1億59万円増、等です。

○ 特記事項として、分担金及び負担金は、消防緊急デジタル無線指令システム整備事業及び庁舎並びに消防

指令センター建設施工に伴い、構成市町の負担とならないよう基金繰入及び有利な起債（緊急防災・減災

事業債　交付税措置70％）の活用により平準化が図られた。県出資金は、太陽光発電設備に係る県再生可

能エネルギー導入等防災拠点支援事業補助金の関係から増となった。繰入金、組合債については、消防緊

急デジタル無線指令システム整備事業及び庁舎並びに消防指令センター建設施工により増となった。

　25年度一般会計補正予算…歳入歳出それぞれ4,562万円追加し、総額17億9877万8千円となった。

単位：千円

歳　　　　入 歳　　　　出

区　分 H26年度予算 前年度 前年度対比 増減率 区　分 H26年度予算 前年度 前年度対比 増減率

分担金・負担金 1,430,400 1,444,300 △ 13,900 △ 1.0% 議会費 1,257 1,253 4 0.3%

使用料・手数料 723 723 0 0.0% 総務費 36,971 45,719 △ 8,748 △ 23.7%

国・県支出金 44,590 14,500 30,090 67.5% 消防費 2,648,105 1,647,516 1,000,589 37.8%

財 産 収 入 139 101 38 27.3% 公債費 54,451 35,534 18,917 34.7%

寄　附　金 1 1 0 0.0% 予備費 4,216 3,978 238 5.6%

繰　入　金 19,000 19,800 △ 800 △ 4.2%

繰　越　金 3,000 3,000 0 0.0%

諸　収　入 9,747 16,875 △ 7,128 △ 73.1%

組　合　債 1,237,400 234,700 1,002,700 81.0%

合　計 2,745,000 1,734,000 1,011,000 36.8% 合　計 2,745,000 1,734,000 1,011,000 36.8%

○：賛成　●：反対　　　：討論者
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第５回臨時会

議案第３６号　桑折町屋内プール・多目的スタジオ等複合施設（仮称）建築工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第３７号　平成 26 年度桑折町一般会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

同意第　１号　桑折町固定資産評価員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第６回臨時会

議案第３８号　桑折町税条例の一部を改正する条例 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第３９号　桑折町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第７回定例会

議案第４０号　公益的法人等への職員の派遣等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４１号　桑折町税条例等の一部を改正する条例 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４２号　桑折町税特別措置条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４３号
　 東日本大震災による被災者に対する町民税、固定資産税及び国民健康保険税の
減免に関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４４号　桑折町復興産業集積区域における町税の特例に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４５号　桑折町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４６号
　 東日本大震災による被災者に対する介護保険料の減免に関する条例の一部を改
正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４７号　除染土砂等仮置場（銀栗銀山）設置工事請負契約の一部変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４８号　平成 26 年度桑折町一般会計補正予算（第 2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第４９号　平成 26 年度桑折町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第５０号　平成 26 年度桑折町公共下水道事業特別会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発委第　３号　桑折町議会会議規則の一部を改正する規則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発委第　４号　さらなる年金削減の中止を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発委第　５号
　 規制改革会議の「農業改革」案の撤回と農業委員会・農業協同組合の「自主・自立」
を基本とする改革を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議第　２号
　 原発再稼働・核燃料サイクル推進の「エネルギー基本計画」の見直しを求める
意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議第　３号
　 立憲主義否定の憲法解釈と集団的自衛権行使容認に関する議論の中止を求める
意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議　案　審　議　結　果　表

議　　員　　名

議　案　項　目
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意
し
た
。

工
事
請
負
契
約

◇ 

屋
内
プ
ー
ル
・
多
目
的
ス
タ
ジ
オ

等
複
合
施
設（
仮
称
）建
築
工
事
請

負
契
約
の
締
結

１
．
契
約
の
目
的

　

町
屋
内
プ
ー
ル
・
多
目
的
ス
タ
ジ

オ
等
複
合
施
設（
仮
称
）建
築
工
事

２
．
契
約
金
額８

億
８
，
４
５
２
万
円

（
う
ち
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税　

６
，
５
５
２
万
円
）

３
．
契
約
の
方
法

　

条
件
付
一
般
競
争
入
札（
入
札
率

93
％
）

４
．
契
約
の
相
手
方

　

住
所　

福
島
市
浜
田
町
３
番
28
号

　

氏
名　

株
式
会
社　

安
藤
組

　

代
表
取
締
役
社
長　

安
藤　

正
文

臨
時
会

０
歳
児
を
安
全
に
、

ベ
ビ
ー
セ
ン
ス
３
台
増

補　

正　

予　

算

◇
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ

ぞ
れ
１
４
４
万
３
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
１
０
５
億
１
，
３
４
４

万
３
千
円
と
す
る
も
の
。

《
歳　

入
》

○

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

１
４
４
万
３
千
円

《
歳　

出
》

○

保
育
所
管
理
運
営
費

７
万
８
千
円

○

公
民
館
施
設
管
理
費

１
３
６
万
５
千
円

同　

意　

案　

件

◇
町
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　

４
月
１
日
付
け
人
事
異
動
の
た
め
、

次
の
者
の
選
任
に
同
意
し
た
。

　
　

亀
岡　

彦
正

伊
達
崎
字
道
林
14
番
地

昭
和
30
年
12
月
29
日
生

　

今
年
度
一
回
目
と
な
る「
議
会
報

告
・
議
員
と
の
意
見
交
換
会
」
を
去

る
５
月
23
日
・
24
日
の
二
日
間
に
わ

た
り
町
内
４
地
区
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
の「
議
会
報
告
・
議
員
と
の

意
見
交
換
会
」
は
、
前
回
ま
で
の
反

省
点
を
踏
ま
え
て
、
①
議・

員・

と・

の・

意

見
交
換
会
と
し
て
各
議
員
も
自
分
自

身
の
意
見
を
述
べ
町
民
の
皆
さ
ん
と

の
意
見
を
交・

換・

す
る
場
と
す
る
。
②

各
地
区
の
細
か
い
問
題
点
に
関
し
て

各
町
内
会
長
さ
ん
に「
議
会
へ
の
要

望
事
項
」「
町
へ
の
要
望
事
項
」
を
出

し
て
い
た
だ
く
。
の
２
点
を
新
た
に

取
り
入
れ
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
重
点
施
策

１
．
原
発
事
故
災
害
か
ら
の
克
服

２
．
震
災
復
旧
と
防
災
強
化
の
推
進

３
．
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

の
う
ち
１
〜
２
点
に
関
し
て
各
議
員

の
意
見
を
ま
と
め
配
布
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
会
場
と
も
に
、
３
月

定
例
議
会
の
報
告
、
重
点
施
策
に
対

す
る
議
員
の
意
見
、
各
町
内
会
か
ら

の
要
望
事
項
の
大
き
く
３
点
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
地
域
で
い
た
だ
き
ま
し
た
主
な

御
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

睦
合
地
区　

（
出
席
者
30
名
）

○

議
員
定
数
削
減
を
。

○

議
員
の
資
質
が
問
題
。

　

※ 

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
４
地

区
と
も
に
御
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
な
お
、
半
田
地
区
で

は
定
数
増
の
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。
定
数
問
題
・
議
員
の
資
質

に
関
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
協

議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○

土
砂
災
害
対
策
充
実
を
。

○ 

中
央
道
Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
の
具
体
策

は
。

○ 

桃
、
り
ん
ご
の
機
能
性（
健
康
に

よ
い
）の
ア
ピ
ー
ル
を
。

伊
達
崎
地
区　

（
出
席
者
11
名
）

○

議
員
の
活
動
内
容
が
見
え
な
い
。

○ 

議
員
は
、
も
っ
と
住
民
に
と
け
込

み
、
い
ろ
ん
な
意
見
・
思
い
を
議

会
に
反
映
さ
せ
て
ほ
し
い
。

○ 

議
会
中
継
に
つ
い
て
、
録
画
配
信

も
し
て
ほ
し
い
。

半
田
地
区　

（
出
席
者
43
名
）

○ 

視
察
し
た
場
合
、
報
告
し
記
録
に

残
し
て
は
ど
う
か
。

　

※ 

議
会
で
は
、
定
例
議
会
、
視
察

研
修
お
よ
び
議
会
報
告
会
に
関

し
て
、
毎
回
終
了
後
に
各
議
員

が
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、
全
員

協
議
会
に
て
総
括
し
、
今
後
に

役
立
て
る
方
策
を
と
っ
て
お
り

ま
す
。

○ 

災
害
時
に
情
報
が
早
く
正
確
に
伝

わ
る
よ
う
な
設
備
を
。

○ 

児
童
の
登
下
校
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
を
。

桑
折
地
区　

（
出
席
者
９
名
）

○ 

行
政
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

果
た
し
て
ほ
し
い
。

○ 

町
の
現
状
や
当
面
す
る
重
要
課

題
、
未
来
像
等
を
町
民
に
理
解
で

き
る
よ
う
に
示
し
て
ほ
し
い
。

○ 

議
会
だ
よ
り
の
一
部
に
難
し
い
言

葉
や
過
去
の
経
過
が
わ
か
ら
な
い

と
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

注
釈
等
を
。

　

※ 

町
民
の
皆
さ
ん
に〝
わ
か
り
や

す
い
〞
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し

て
編
集
し
て
お
り
ま
す
。
わ
か

り
づ
ら
い
用
語
等
に
は
な
る
べ

く
注
釈
を
入
れ
る
よ
う
、
ま
た

議
会
の
情
報
を
的
確
に
お
伝
え

で
き
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

１   

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
に

関
し
て
。

・ 

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

御
意
見
を
い
た
だ
い
た
が
、
真
し

に
受
け
と
め
今
後
も
協
議
・
検
討

す
る
べ
き
で
あ
る
。

・
議
員
の
質
も
問
わ
れ
て
い
る
。

・ 

議
会
か
ら
の
情
報
発
信
の
あ
り
方

も
考
え
て
い
く
べ
き
だ
。

・ 

意
見
・
要
望
は
今
後
の
議
会
活
動
・

議
員
活
動
に
反
映
さ
せ
た
い
。

２   

次
回
以
降
の
実
施
方
法
等
に
関

し
て
。

・ 

実
施
時
期（
田
植
え
時
期
と
重

な
っ
た
）の
再
考
。

・ 

地
区
ご
と
の
議
員
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
も
考
え
る
べ
き
。

・ 

町
内
会
へ
の
お
願
い
の
文
書
は
早

め
に
。

　

今
回
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
出

席
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
か
ら
の
御

意
見
は
、
今
後
の
議
会
お
よ
び
議
員

活
動
に
十
分
に
活
か
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

「
議
会
報
告
・
議
員
と
の
意
見
交

換
会
」
は
今
後
と
も
継
続
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、「
議
会
報
告
・
議
員
と
の

意
見
交
換
会
」
終
了
後
に
は
、
各
議

員
よ
り
総
括
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
を
受

け
、
全
員
協
議
会
に
て
総
括
を
行
い

ま
し
た
。
主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
。

個
人
投
資
家
の

市
場
参
加
を
促
す

　

条
例
改
正
２
件
が
提
出
さ
れ
原
案

通
り
可
決
し
た
。

条　

例　

改　

正

◇
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
日

本
経
済
の
再
生
に
向
け
、
金
融
資
産

の
効
率
的
な
活
用
が
経
済
の
活
力
維

持
に
必
要
な
こ
と
か
ら
、
積
極
的
な

市
場
参
加
を
促
し
投
資
し
や
す
い
環

境
整
備
を
行
う
た
め
の
特
別
徴
収
制

度
の
見
直
し
。

◇ 

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

採
決
の
結
果
賛
成
11
反
対
２
で
可
決

第
５
回  

5
／
29（
木
）

第
６
回  

６
／
５（
木
）

　

こ
の
改
正
は
個
人
投
資
家
な
ど
、

少
数
者
の
利
益
に
資
す
る
も
の
で
あ

る
。
一
方
で
多
く
の
国
民
へ
の
税
負

担
が
強
め
ら
れ
て
い
る
の
が
現
実
で

あ
る
。
税
負
担
は
所
得
に
応
じ
て
、

応
分
の
負
担
を
す
る
こ
と
を
原
則
と

す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
逆
行
す
る

改
正
に
は
反
対
で
あ
る
。

採
決
の
結
果
賛
成
11
反
対
２
で
可
決

　

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
対
す
る
理
由
と
同
じ
理
由
で
反

対
の
態
度
を
と
る
も
の
で
あ
る
。

討　

論

討　

論

斎

藤

松

夫

議員

反対

斎

藤

松

夫

議員

反対
　

今
議
会
で
自
由
討
議
の
た
め
の
会

議
規
則
を
改
正
し
た
。
通
常
、
議
案

審
議
は
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
の
順

序
で
行
わ
れ
る
が
、
議
会
基
本
条
例

第
９
条
に
基
づ
く「
自
由
討
議
」が
行

わ
れ
る
場
合
、
討
論
、
採
決
の
前
に

行
う
こ
と
に
な
る
。

　

活
発
な
自
由
討
議
に
よ
っ
て
、
当

初
の
予
想
に
反
し
て
議
案
は
否
決
、

あ
る
い
は
可
決
、
ま
た
は
修
正
案
の

提
出
と
い
う
場
面
も
出
て
く
る
か
も

知
れ
な
い
。

　

な
ぜ
い
ま
自
由
討
議
な
の
か
。
議

会
基
本
条
例
第
９
条
は
、「
議
案
等

に
関
し
結
論
を
出
す
場
合
に
は
、
議

員
相
互
間
の
自
由
討
議
に
よ
り
議
論

を
尽
く
し
、
合
意
形
成
に
努
め
、
か

つ
町
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い

る
か
ら
だ
。

　

桑
折
町
議
会
が
同
基
本
条
例
を
制

定
し
た
の
は
平
成
23
年
９
月
で
し
た
。

自
由
討
議
は
こ
れ
ま
で
、
主
と
し
て

全
員
協
議
会
の
場
で
行
わ
れ
て
き
た
。

今
回
の
会
議
規
則
改
正
は
、
こ
れ
を

本
会
議
上
で
行
う
場
合
の
ル
ー
ル
化

で
、「
自
由
討
議
実
施
要
項
」も
定
め

た
と
こ
ろ
で
す
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
運
営
委
員
会

議会基本条例に基づく議会基本条例に基づく

議会報告・議員との意見交換会を開催議会報告・議員との意見交換会を開催

睦 合 地 区（睦合ふれあいセンター）

伊達崎地区（伊達崎公民館）

半田地区（半田コミュニティセンター）

桑折地区（やすらぎ園）
５月23日㈮
19：00 ～

５月24日㈯
19：00 ～

※
ベ
ビ
ー
セ
ン
ス

　

 

睡
眠
中
に
呼
吸
が
一
定
時
間
停
止
し
た
場

合
、
警
告
す
る
呼
吸
モ
ニ
タ
ー
で
す
。
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議会活動状況報告　平成26年３月定例会以降

町
村
議
会
広
報
研
修

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　

議
会
広
報
紙
の
ど
こ
を
、

ど
う
変
え
る
こ
と
で
親
し
み

の
あ
る
、
読
む
気
に
さ
せ

る
紙
面
づ
く
り
に
な
る
か
を

エ
デ
ィ
タ
ー
㈱
メ
デ
ィ
ア
ブ

レ
ー
ン
の
吉
村
潔
氏
に
よ
り

講
義
を
受
け
た
。

　

研
修
の
成
果
を
出
し
な
が

ら
、
伝
え
る
べ
き
事
は
し
っ

か
り
と
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

5
15

議会広報研修  伝わる、良くわかる議会広報のために
　
　
　

全
国
議
会
広
報
研
修
会
で

〝
春
号
〞の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
ま
す
。

結
果
は
次
号
で
。

年 月 日 活 動 状 況 内　　　 容

26 3 26 全員協議会 第３回臨時会の議事日程等

第３回臨時会 一般会計補正予算審議

31 全員協議会 第４回臨時会の議事日程等

第４回臨時会 造成宅地滑動崩落緊急対策工事契約の変更契約

4 4 広報委員会 議会だよりの編集

8 広報委員会 議会だよりの編集

9 広報委員会 議会だよりの編集

11 全員協議会 議会報告会・意見交換会の開催について

産業建設水道常任委員会 道水路等の整備状況について現地確認

16 議会運営委員会 ３月定例会総括、議会報告会・意見交換会の開催について

22 全員協議会 議会報告会・意見交換会の開催について

24 例月出納検査・現地監査 定例監査、平成 25 年度実施事業箇所現地確認

5 8 議会運営委員会 議会基本条例に基づく自由討議のあり方について検討

政務調査会役員会 平成 26 年度総会開催について

13 伊達郡町村議会議長・副議長及び事務局長会議 県町村議会議長会平成 26 年度定期総会の内容について

15 県町村議会広報研修会 町村議会の広報委員研修会

20 伊達地方衛生処理組合全員協議会 第２回臨時会の議事日程等

第２回伊達地方衛生処理組合臨時会 平成 25 年度分補正予算（承認）、監査委員の選任

21 議会運営委員会 自由討議のあり方について検討

23 産業建設水道常任委員会 道水路等の整備状況についての調査報告書作成

議会報告・意見交換会（睦合・伊達崎地区） ３月定例会報告・町民の皆様との意見交換

24 議会報告・意見交換会（桑折・半田地区） 　　　　　　　　　〃

例月出納検査 定例監査

26 福島地方水道用水企業団 5月臨時会 監査委員選任・専決処分承認

27

～

28
第 39 回町村議会議長・副議長研修会 全国町村議会の議長・副議長研修会

29 全員協議会
第５回臨時会の議事日程等、町による半田沼・藤倉ダムハザード
マップについての説明

29 第５回臨時会本会議
屋内プール・多目的スタジオ等複合施設建築工事契約について、
一般会計補正予算の審議

政務調査会総会 平成 26 年度政務調査について

30 伊達地方消防組合議会全員協議会 第１回臨時会の議事日程等

伊達地方消防組合議会第１回臨時会
議長・副議長選挙、条例改正、工事契約締結、消防車両取得につ
いて

6 2 公立藤田総合病院組合議会全員協議会 第２回臨時会の議事日程等について

第２回公立藤田総合病院組合議会臨時会 監査委員の選任・同意について

3 県町村議会議長会平成 26 年度定期総会 各地方町村議会議長会提出議題の審議

総務文教厚生常任委員会 高齢者福祉の充実（介護保険の現状）についての調査

産業建設水道常任委員会 伊達郡議員大会への要望事項について協議

5 議会運営委員会 自由討議のあり方について検討

全員協議会 第６回臨時会の議事日程等

第６回臨時会本会議 税条例、国民健康保険税条例について審議

第 30 回震災復興調査特別委員会
宅地除染進捗状況及び今後の計画
半田沼の耐震性調査結果について
特別委員会の今後の調査について

10 議会運営委員会
第７回定例会の議事日程等
自由討議のルール化について

13 伊達郡町村議会議長・副議長及び事務局長会議 伊達郡町議会議員大会概要について

群
馬
県
視
察
研
修 

政
務
調
査
会

中
之
条
町

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
中
之
条
」
宣
言

甘か
ん
ら楽

町

「
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持

及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
」（
通
称 

歴
ま
ち
法
）平
成
22
年
認
定

7
4

7
3

7
10

目　

的　

原
発
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
わ
が
町
桑
折
に

合
っ
た
取
り
組
む
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
何
か
。「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
中
之
条
」宣
言
の
条
例
に
ま
で
さ
れ
た

先
進
地
に
学
ぶ
。

感
想
の
一
部

・ 

町
当
局
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
大
変
関
心
が

あ
り
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
現
を
は
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
町
民
も
自
ら
の
土
地
を
提
案
し
た
こ
と
な
ど
が

実
現
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。【
渡
邉
】

・ 

平
成
25
年
６
月
議
会
の
決
議
を
受
け
て「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
町
中
之
条
」宣
言（
本
町
に
お
い
て
も
原
発
の
被
災

地
と
し
て
議
会
も
行
政
も
早
急
に
検
討
す
べ
き
。）【
岩
﨑
】

・ 

短
期
間
で
３
カ
所
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
を
稼
働
さ
せ

た
こ
と
は
大
変
参
考
に
な
る
。
本
町
で
は
、
太
陽
光
発
電

の
み
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。【
佐

藤（
武
）】

・ 

原
発
廃
炉
を
宣
言
し
て
い
る
町
で
あ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
の
た
め
の
研
究
・
検
討
を
進
め
て
い
く
べ
き

も
の
。
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、
売
買
単
価
や
耐
用

年
数
後
の
処
分
等
の
問
題
を
充
分
考
慮
し
た
検
討
が
必
要
。

【
斉
藤（
謙
）】

・ 

中
之
条
町「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
町
宣
言
」は
議

員
提
案
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
。【
斎
藤（
松
）】

・ 

町
内
の
地
形
と
国
策
を
知
り
尽
く
し
た
町
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
り
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
事
業
展
開
で

あ
る
。
本
町
に
お
い
て
も
、
萱
尻
牧
場
等
に
活
用
で
き
な

目　

的　

認
定
を
受
け
る
こ
と
で
社
会
的

地
位
が
上
が
る「
歴
ま
ち
法
」今
年
本
町
も

こ
れ
に
取
り
組
む
。
認
定
後
の
町
、
そ
し

て
住
民
が
ど
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
。

感
想
の
一
部

・ 

町
の
中
に
あ
る
も
の
が
歴
史
的
価
値
が

あ
る
こ
と
を
町
民
が
理
解
す
る
こ
と
で

生
活
の
利
便
性
ま
た
守
る
こ
と
の
負
担

よ
り
も
優
先
す
る
意
識
の
高
さ
が
求
め

ら
れ
る
と
感
じ
た
。【
渡
邉
】

・ 

町
並
み
が
町
の
中
心
地
に
あ
る
地
理
的

条
件
を
生
か
し
て
い
る
。
歴
史
、
文
化

の
奥
深
さ
、
広
さ
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

【
岩
﨑
】

・ 

約
１
年
３
カ
月
後
の
平
成
22
年
３
月
30

日
に
は
認
定
を
受
け
た
点
は
素
晴
ら
し

い
と
感
じ
た
。
本
町
に
お
い
て
も
町
民

と
一
体
と
な
っ
て
、
本
町
の
歴
史
的
風

致
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
も
早
期
に

準
備
、
立
ち
上
げ
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

【
佐
藤（
武
）】

・ 

重
要
な
こ
と
は「
不
易
」と「
流
行
」を
ど

の
よ
う
に
捉
え
た
計
画
策
定
を
す
る
の

か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
も
の
と

思
料
さ
れ
る
。
長
期
間
を
要
す
る
も
の

で
あ
り
、
焦
ら
ず
、
急
が
ず
、
財
政
計

画
に
基
づ
い
た
事
業
計
画
が
重
要
と
考

え
る
。【
斉
藤（
謙
）】

・ 
歴
史
的
風
致
の
維
持
向
上
を
現
場
で
学

べ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

【
斎
藤（
松
）】

・ 

手
法
と
し
て
は
、
ま
ず
、
事
務
レ
ベ
ル

い
も
の
か
。【
羽
根
田
】

・ 

桑
折
町
に
も
立
地
条
件
に
適
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
早

急
に
検
討
す
べ
き
と
思
う
。【
佐
藤（
榮
）】

・ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
わ
が
町
も

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
に

は
ま
ず
も
っ
と
町
を
よ
く
知
る
こ
と（
使
え
る
宝
は
何
か
、

わ
が
町
の
立
地
条
件
に
あ
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

何
か
）【
川
名
】

・ 

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
に
町
長
の
本
気
さ
を
感
じ
た
。
即

実
行
す
べ
き
。【
平
井（
國
）】

・ 

災
害
時
に
自
立
で
き
る
電
力
供
給
体
制
を
確
立
さ
れ
て
い

る
自
治
体
は
立
派
で
あ
る
。【
平
井（
光
）】

・ 

今
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
対
す
る
考
え
方
は
地
域
の

開
発
内
容
に
も
よ
る
が
、
町
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
も

行
政
の
判
断
が
明
暗
を
分
け
る
と
思
わ
れ
る
。【
松
山
】

・ 

原
発
に
依
存
し
な
い
電
力
確
保
は「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
活
用
。
電
力
の
地
産
地
消
も
併
せ
、
本
町
で
の
導

入
を
目
指
し
検
討
す
べ
き
。【
片
平
】

・ 

今
回
の
視
察
研
修
を
終
え
て
、「
震
災
復
興
調
査
特
別
委

員
会
」
と
し
て
、
町
へ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り

組
み
強
化
を
提
言
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
。【
半
澤
】

※ 

多
く
の
議
員
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は〝
早
急
に
進
め
る

べ
き
で
あ
る
〞
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。
今
後
、
議
論
を
重

ね
数
あ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
な
か
か
ら
本
町
の
条

件
に
合
っ
た
も
の
は
何
か
を
選
択
し
て
い
き
ま
す
。
町
民

の
皆
様
か
ら
も
ぜ
ひ
貴
重
な
情
報
を
。

の
委
員
会
立
ち
上
げ
、
エ
リ
ア
を
決
定

し
策
定
。
更
に
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方

針
と
し
て
計
画
を
進
め
る
。
ま
さ
に
未

来
に
継
承
し
よ
う
と
す
る
熱
意
が
一
番

だ
。【
羽
根
田
】

・ 

数
多
く
の
歴
史
的
風
致
が
あ
る
の
で
、

実
践
活
動
を
興
す
べ
き
で
あ
る
。【
佐

藤（
榮
）】

・ 

な
ぜ〝
歴
ま
ち
法
〞
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
町
、
町
民
に
と
っ
て
大
事
な
こ

と
か
。
共
に
学
ぶ
こ
と
で
自
分
が
係
わ

れ
る
役
割
が
自
然
と
見
え
て
く
る
と
思

う
。【
川
名
】

・ 

リ
ー
ダ
ー
の
強
い
行
動
力
・
実
行
力
を

希
望
す
る
。【
平
井（
國
）】

・ 

伝
統
行
事
・
民
俗
行
事
等
を
う
ま
く
活

用
し
て
歴
史
的
風
致
を
形
成
し
て
い
る
。

【
平
井（
光
）】

・ 

地
域
に
あ
る
資
源
を
利
用
し
て
の
町
づ

く
り
は
、
素
朴
で
は
あ
る
が
、
地
域
の

人
々
や
来
町
者
に
感
動
を
与
え
理
解
が

得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。【
松
山
】

・ 

本
町
は
認
定
を
申
請
で
き
る
条
件
は

整
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
文
化
財
の
点

在
、
町
並
み
の
現
状
、
メ
イ
ン
の
所
、

イ
ベ
ン
ト
、
交
流
、
見
学
コ
ー
ス
等
認

定
後
の
恒
久
性
を
鑑
み
慎
重
な
検
討
が

必
要
。【
片
平
】

・ 「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
」を
活
用
し
て
、
一

番
身
近
な
桑
折
町
の
歴
史
に
つ
い
て
、
今

を
生
き
る
我
々
が
再
認
識
し
て
、
後
世

に
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
考
え
た
。【
半
澤
】
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■広報委員会

委 員 長　川　名　静　子

副委員長　羽根田　八千代

委員　斎　藤　松　夫

委員　佐　藤　榮　三

編　集　後　記

〝議会だより〟1ヶ月以内発行を掲げ連日の

編集会議は、まさに集中豪雨の如し…。

《はなよめ》と言う差入れ桃に梅雨の晴れ間

を感じつつ、やれば出来る！と自己暗示。

梅雨明け間近、よりスピーディに議会だより

をお届けします。

災害公営住宅竣工・屋内プール及び多目的施

設安全祈願祭と続く復興加速の時…。

再生可能エネルギーの研究や歴まち法認定等

にむけ、まだまだ課題山積の中、公正公平な

情報提供と、適確な議会活動展開のため、こ

れからもペンを走らせます。

羽根田八千代

～やっぱり、うまい～
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6月定例会
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立憲主義否定の憲法解釈変更と
集団的自衛権行使容認に関する議論の中止を求める意見書
　政府は６月17日、自公両党の与党協議に対して集団的自

衛権行使容認にかかる閣議決定案を提示したという。その

内容は日本への攻撃がなくても「国民の権利が根底から覆

されるおそれ」があれば、集団的自衛権の行使ができるも

のとするとの報道がされている。

　政府は「根底から覆されるおそれ」がある場合とすること

で「限定的行使」というが、「おそれ」があるかどうかはその

時の政府の判断によるものである。海外での武力行使が歯

止めなく広がる恐れは甚だ大といわざるを得ない。

　とりわけ重大なことは、このような戦争か平和かの国の

あり方の根幹にかかわる問題を自公両党の密室協議（与党

協議）をもとに、一内閣の閣議決定で強行しようとしてい

ることである。これは憲法蹂躙ともいうべき暴挙であり、

立憲主義の否定である。なおかつ憲法99条でうたう国務大

臣の「憲法尊重擁護義務」にも反するものである。

　歴代内閣は、戦争を放棄し、戦力の保持を禁じた憲法９

条のもとで許される自衛権の発動は、日本に対する急迫不

正の侵害、日本への武力攻撃が発生したことを要件とし、

集団的自衛権の発動は、憲法９条のもとでは許されないと

の立場をとってきた。こうした憲法解釈は自衛隊創設の

1954年以来、ただの一度も変更されていないのである。

　集団的自衛権の行使容認は、戦後日本の原点でもある平

和な国家から戦争をする国への大転換である。

　かかる事態は我が国の平和と立憲主義が危機に直面して

いることを意味する。国民の不安や批判は急速に高まり、

それは各界各層に及んでいる。

　よって本議会は、立憲主義否定の憲法解釈変更と集団的

自衛権行使容認の議論を直ちに中止するよう強く求めるも

のである。

　以上、地方自治法第99条に基づき意見書を提出する。

　平成26年６月23日

　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣

　内閣官房長官　外全ての国務大臣　　宛

福島県伊達郡桑折町議会

議
会
が
提
出

原発再稼働・核燃料サイクル推進の
「エネルギー基本計画」の見直しを求める意見書
　レベル７という史上最悪の東京電力福島第一原発事故か
ら３年余が過ぎた。しかし、いまだ事故原因は解明されず、
汚染水問題の深刻化と高濃度汚染水漏れ、冷却一時停止な
ど大小のトラブルが続発し、危機的状況が続いている。
　ところが政府は、かかる非常事態が続いているにもかか
わらず「収束宣言」を撤回せず、東京電力福島第二原発の廃
炉も明言していない。そればかりか４月11日、原発を「重
要なベースロード電源」と位置づけた「エネルギー基本計
画」を閣議決定するまでに至った。
　これは原発事故の危機的な状況と痛苦の教訓を省みず、
原発を将来にわたり存続する立場を明確にしたもので、原
発から再生可能エネルギーへの転換を求める国民世論に逆
行するものである。
　関西電力大飯原発３・４号機差し止め請求裁判の判決（５
月21日）は、「原子力発電所の稼働は法的には電気を生み出
すための一手段たる経済活動の自由に属するもの」である
が、「憲法上は人格権の中核部分よりも劣位におかれるべ
きものである」として、「この根源的な権利がきわめて広汎
に奪われるという事態を招く可能性があるのは原子力発電
所の事故のほかは想定しがたい」との判断を示した。
　また、「被告は本件原発の稼働が電力供給の安定性、コ
ストの低減につながると主張するが、当裁判所は、きわめ
て多数の人生にかかわる権利と電気代の高い低いの問題等
とを並べて論じるような議論に加わったり、その議論の当
否を判断すること自体、法的には許されないことと考えて
いる」として、「豊かな国土とそこに国民が根を下ろして生
活していることが国富であり、これを取り戻すことができ
なくなることが国富の喪失である」と明快に断じ、「主文：
３・４号機原子炉の運転をしてはならない」との判決を下
したところである。
　政府にいま求められていることは、このような司法の判
断と国民世論に真摯に耳を傾け、原発再稼働ではなく新し
い雇用を生み出す地域密着型再生可能エネルギーの爆発的
普及への道に転換することである。
　よって本議会は、政府として原発再稼働・核燃料サイク
ル推進の「エネルギー基本計画」を再検討のうえ、これを見
直すよう強く求めるものである。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　平成26年６月23日
　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
　内閣官房長官　文部科学大臣　経済産業大臣
　環境大臣　復興大臣　宛
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